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◆ビニルフルオロアルカンスルホナート化合物は、式（Ⅰ）又は（Ⅱ）で表される化合物
◆フルオロアルキル基が位置選択的に導入された新規なビニルフルオロアルカンス
ルホナート化合物を提供することができる。

◆ビニルフルオロアルカンスルホナート化合物は、トリフルオロメチル基等のフルオロ
アルキル基を１，３－ジケトンの外部炭素等に位置選択的に導入する手段となる。
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利用・用途・応用分野

医・農薬中間体や液晶材料の原料、除草剤

目的・課題 解決ポイント

有機フッ素化合物にはフッ素原子の特徴的
な大きさや電子的性質に由来する

トリフルオロメチル基等のフルオロアルキル
基をたとえば、１，３－ジケトンの外部炭素

に位置選択的に導入する技術開発を目的と
する。

◆１，３－ジケトンに対してトリフルオロメ
タンスルホン酸無水物および塩基を
作用させ得られるビスビニルトリフラー
ト（Martinez, A. G.; A lvareza, R. M.; 
Casadoa, M. M. Tetrahedron1987, 43, 
275-279. 参照）に対し、ラジカル開始
剤を作用させると位置選択的にトリフ
ルオロメチル基が付加した新規な生
成物が得られることを見い出した。

研究概要・アピールポイント

◆ お問合せ先 ◆
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無料開放特許

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒｆ及び波線は、式(Ｉ)又は式（ＩＩ）に

おける定義と同じ）で表されるビスビニルフルオロアルカンスル
ホナート化合物にラジカル開始剤を作用させ式(Ｉ)又は（ＩＩ）

（式（Ｉ）及び（ＩＩ）中、ＲｆはＣ１～Ｃ１０のフルオロアルキル基を示す。Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立して水素原子
Ｃ１～Ｃ１０アルキル基等を示す。Ｒ１又はＲ２とＲ３とは一緒になってα、β―不飽和ケトン骨格と共に、Ｃ５～

Ｃ１０の炭化水素環又は員数５～１０の複素環を形成していてもよい）で表されるビニルフルオロアルカンス
ルホナート化合物を製造す。
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